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『 十 訓 抄 』 の 中 国 故 事

帝王にまつわる説話をめ ぐって(下)

西 田 禎 元

VI玄 宗皇帝をめ ぐる説話

玄宗皇帝(685～762年)は 盛唐時代 を代

表す る皇帝 である。治世の前半 は,<開 元の

治〉 と して名君 の誉れ高か ったが,楊 貴 妃

(719～756年)を 迎え てか らの晩年 は,傾

城の皇帝 として名高い。

わが国にお いても,白 居易(772～846年)

の 『長恨歌』を通 して,『 源 氏物語』 な どの

文学作品以来有名である。

説話文学 の分野においても,幾 っかの故事

が伝え られている。

『十訓抄 』を彩 る玄宗の説話は,以 下 の四

篇で ある。

(その1)第 七 「可 レ専二思慮_事 」第1話

玄宗 と西王母 をめ ぐる話である。

唐玄宗の宮 に,西 王母 と云仙女参 て,仙

桃を七 ツ奉れ りけ るを,「 此種 を我宮 に

移 さむ と思ふ。」 と宣せ た りければ,王

母打わ らひて,「 天上の菓,人 間に留 り

がた くや。」 と申て,は か なげに思ひ奉
く　 　　

りけ り。(192ぺ)

西王母にっいては,幾 っかの伝承が見 られ

る。

虎の歯牙と豹の尾をもっ半人半獣の神であ っ

た り(『山海経』),葬(1:11の 夫)と いう弓

の名 人 に 〈不 死 の薬 〉 を与 えた り(『准 南

子』),箆 罷山の玉殿で周の穆王 に接 見 した り

(『列 子』),下 界 に降 りて漢 の武帝 に七個 の

幡桃 を与 えた(『列仙伝』)というようなもの

である。

こう した中で,〈 幡桃七個〉の散事 は,わ

が国平安時代の歌物語である 『平中物語』に

も影 を落 としている。

『列仙伝』に記 されている次 の故事 を踏 ま

えた歌が,『 平中物語』に記されている。

降一武帝殿_,進 一蜻桃七枚於帝_,自 食

二其二_,帝 欲 レ留 レ核,母 日,此 桃非二

世間所7有,三 千年一実耳(『列仙伝』)

『平中物語』では,〈 男〉に三年間待たされ

た 〈女〉の皮肉な表現の歌 として詠 まれてい

る。

ふ りにける年 の三年 をあ らためてわが世

の ことと三千年を待て(『平 中物語』32

段,日 本古典文学大系93ぺ)

この 『十訓抄』 の説話 も,〈 幡桃七個〉の

故事 に拠 っている。 しか し,西 王母 と漢武帝

(前158～ 前87年)の 話では な く,西 王母
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と玄宗皇帝 の話になっている。

間違 い ・勘違いという解釈 も考えられるが,

おそ らく以下 に述べ るような方法に関係があ

ろう。

白居易 の 『長 恨歌』 冒頭 に詠 われ てい る

「漢皇」が,実 際 には玄宗皇帝であるのを,

漢の武帝のことが らと して構成 している方法

である。

この ことは,わ が国の 『和漢朗詠集』「帝

王」部に収め られている楊衡(唐 代の詩人)

作 「上陽春辞」 の詩句か らも,言 い得 ること

である。

聖皇自在二長生殿_,不 レ向二蓬莱王母家_

(『和漢朗詠集』巻下,日 本古典文学大

系219ぺ)

玄宗皇帝は 「長生」 という名 の長生殿(華

清宮にある宮殿)に お られ るので,蓬 莱 山や

西王母の玉 殿(罠 器山にある)に,〈 不死 の

薬〉を求めることはないと詠 っている。

「聖皇」は玄宗,「 長生殿」 は 『長恨歌』 に

詠われ ている玄宗愛用 の宮殿である。

七月七 日長生殿,夜 半 無 レ人私語時(中

国詩人選集13「 白居易」下 〈岩波書店>

115ぺ)

上に記 した 『和漢朗詠集』や 『長恨歌』の

記述か らも,『 十訓抄』 の作者 は,武 帝の故

事を玄宗の説話と して再構成 したのであろう。

さて,説 話の本文に戻 ると,天 上の果実が

地上では生 い育た ないという,自 然の摂理を

会得 していない玄宗の思慮 のなさを 〈愚か〉

なこととして,金 剛寺僧の滑稽讃 に引いてい

るのである。

この話の教訓は,「 万 にっけて,能 慮 りを

め ぐらすべき也」(190ぺ)で あろう。

(その2)第 九 「可 レ停二怨望_事 」第5話

大 江朝綱(886～957年)が 長男 の澄 明に

先立たれた,そ の悲 しみ ・恨め しさを表 白し

た追善供養の願文か ら書き起 こされ る第5話

には,江 俺(444～505年,中 国梁の人)の

r恨賦』や,玄 宗皇帝 と楊貴妃 の故事 ・漢武

帝 と李夫人の故事 などが記され ている。

唐帝,楊 貴妃にわかれ しう らみ は,長 恨

歌 といふ文に見えた り。(249ぺ)

唐帝(玄 宗)と 楊貴妃の死別の恨みは,白

居易の 『長恨歌』 に綿綿 と詠われ,『 源氏物

語』な どの 日本の古典文学 にも,し ば しば取

り入れ られ る悲劇の ロマンであ る。

『十訓抄』第九の主題に即すれば,『長恨歌』

末尾の一句が思 いや られる。

此恨綿綿無 一尽期_(前 掲 「白居易」下

115ぺ)

ところで,こ の第5話 には,『 唐物語』(12

世紀後半成立の説話物語)に 類似の記述が見

られ る。

人と生れ て石木 な らねば,皆 おのつか ら

情 あ り。〈中略〉唯心 を動 かす 色にあは

ざらんには,〈 中略 〉八 の苦遁 る 玉事 な

けれ ば,厭 ひても厭ふべ し。(『 唐 物語

新釈』〈有精堂>123～4ぺ)

石木 ならぬ身のならひにて,こ の怨 に し

つむた ぐひ,む か し今かずを しられず。

唯,傾 城の色にあはざらん ことをねがふ 、
く　 　　

べ きにや。そもそも人間八苦のなかに,

怨憎会苦 といへる,物 のうらめ しき事也。

(250ぺ)
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前半部の類似は,両 者とも共通の出典によっ

ているか らである。それは;白 居易 の詩 『李

夫人』であ る。

人非二木石_皆 有 レ情,不 レ如不 レ遇二傾城

色_(中 国詩人選集12「 白居易」上 く岩

波書店>168ぺ)

人間が木石のような く非情〉の存在ではな

く<有 情〉の存在であ り,美 人の容色にまど

わ され る場合 もあ り,そ れを避け るためには

美人 に出会わ ない ことが大事だというのであ

る。

後半部 の類似は,両 者とも仏教で説 く<八

苦〉(生 ・老 ・病 ・死 ・愛別離苦 ・怨憎会苦 ・

求不得苦 ・五盛陰苦)に 言及 した記述上の も

のであるが,玄 宗 と楊貴妃の主題 に即す るな

らば,r十 訓抄』 の く怨憎会苦〉 は 〈愛別離

苦〉がより適切であると思われ る。

(その3)第 十 「可 レ庶=幾 才能 ・芸業_事 」

第64話

名曲 「電裳羽衣」の成 り立 ちをめ ぐる説話

である。説話は以下の四つの小話か ら構成 さ

れ る。

① 月を愛で る心が深 い玄宗皇帝 は,中 秋

の名月の夜 に,神 仙 の術を行 う道十に案

内され て月の宮殿 に導かれ る。

② 月宮殿 は,さ なが ら龍宮城 の趣 きで,

妙 なる楽 の音 に合わせて,美 しい舞姫た

ちがゆ った りと舞 ってい る。

③ この舞 曲を心 に刻 んだ 玄宗は,名 残 り

を惜 しみっっ下界 に戻 る。

④ か くして,名 曲 「寛裳 羽衣」は誕生 し

た。

①～③ は 〈龍宮説話〉(異 郷謂)の 様式で

あ る。r斧 の柄 も朽 ぬべ くおぼ されけれ ど」

(305ぺ)の 本文は,ま さにそのような証 し

であ り,r述 異記』(斉,祖 沖之の撰)やr列

仙伝』(漢,劉 向の撰)に 記 され る 〈王質〉

の故事をふまえたものであろう。

① ～④ に相 当す る本文 の一部 は次の とお

りである。

① 唐玄宗の帝,と しごろ,月 を愛す る志
く　 ヨ　

深 くして,〈 中略〉八月十五夜 月の,午

時ばか り,〈 中略〉道士先 に立て,引 た

てまっ る。(305ぺ)

② 玉の宮殿,玉 の楼閣数 しらず。〈中略〉

楽の声,舞 の姿の どかにすめば,玉 を動

かすかんざ し,雪 をめ ぐらす袖,み なひ

か りか 父やけ り。(同 前)

③ 名残お しなが ら,舞 だ に見はてず して,

帰たまひにけ り。みか ど,此 曲を心に し

めて,世 にとSめ 給へ り。(同 前)

④ 盤渉 調の声 也。寛裳羽衣 と云,即 これ

也。(同 前)

この説話の典拠 は 『楊太真外伝』で あると

思われ る。

(その4)巻 第十 「可 レ庶二幾才能 ・芸

業_事 」第65話

前話に続いて,玄 宗の楽才に関 した説話で

ある。

『続教訓抄』 には,玄 宗が 〈笛仙 〉である

ことが語 られてお り,こ こでは,そ うした玄

宗の才能 と併せ て,笛 の有す る妙力 とで もい

うべき 〈笛 の徳〉がテーマになっている。

長篇 『宇津保物語』 における 〈琴 の徳〉が
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思われ る趣 向であ る。『宇津保』 は,清 原俊

蔭四代 にわた る一門の繁栄 を,〈 琴 の徳〉 を

通 して描 いた物語であ る。芸術が主題に取 り

上げ られ ている稀なる作品である。

さて,玄 宗の笛徳説話は次のように記され

ている。

① 同みか ど,月 の夜,笛 吹給け るに,其

声龍の鳴にたがわず。

② 術者 〈中略〉龍の声 と ゴむ る符 を作て,

これ を封 じてけ り。

③ 其 時みか ど,俄 に手す くみ,い きうせ

て,得 吹た まわず。

④ 術者 〈中略〉我術 の しる し有 ことを悟

りて,符 を破 りてければ,帝 もとの如に

成た まひけ り。

⑤ これ よ りぞ,御 笛 の と く極め給へ る こ

とを,し りたまひけ り。(306ぺ)

「同みか ど」 とあるので,前 話の玄宗皇帝

であることがわかる。

笛 の音が龍の鳴き声で あるとい う伝承 は,

『文選』をは じめと して多 くの文書 にも見 ら

れ るところである。

「長笛賦」(『 文選』巻18)に 記 され てい

る一文を次 に示す ことにす る。

近世讐笛従 レ莞起。莞人伐 レ竹未 レ及 レ已。

龍鳴二水 中_不 レ見 レ己。戴 レ竹 吹 レ之声

棺概

② ・④ か らは 「術者」 の 〈術力>i潭 の要

素がうかがわれ る。

以上,『 十 訓抄』 に見 られ る 「玄宗 皇帝」

をめ ぐる説話は四話であ るが,そ の中の一話

は 「漢武帝」関係 の説話であ り,残 りの三話

は,『 長恨歌』 で知 られ る相聞説話が一話 と,

音楽 の才や徳を主題 に した説話が二話か ら構

成されている。

決 して多い数ではないが,後 者の音楽説話

は,治 世者 ・権力者 の話と して興味深 い。蓋

し名君は く文武両道〉でな くては ならない。

〔付記〕

冊 漢 武 帝 をめ ぐる説 話

漢武帝(前158～ 前87年)を め ぐる説話

は,前 述の 「西王母」関係 の話(唐 玄宗の話

と していたが,武 帝 の話であ ることは既に述

べた)の 他に,二 話 ばか り記されている。

(その1)巻 第一 「可 レ定二心操振舞_事 」

第4話

鯉 の報恩讃の構成 の中で,武 帝 の傷っ いた

鯉 に対す る思いや りを語 っている。

漢の武帝,昆 明池 にあそびたまふ に,一

の鯉の鈎 を含 て死 なん とす るあ り。 これ

をみ て人 を してときはなちた まへ り。其

夜,御 門の御夢に,鯉 来 りてよろこべ り。

次 日,池 に御幸 したまふに,昨 日の鯉,

明月珠を含 て池のほとりにをきて死ぬ。

そのSち 彼池の釣魚をとS;'められ にけ り。

(28ぺ)

浦島太郎の報恩護 を思わせ る話である。

(その2)巻 第九 「可レ停二怨望_事 」

第5話

〈玄宗皇帝〉の段 にも述べたように,〈 愛別

離苦〉を主題 に した話群の中で,子 供 に先立
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たれ た大江朝綱(886～957年),妃 を死なせ

て しまった玄宗 と並べ て,李 夫人 に先立たれ

た武帝の悲嘆に言及 している。

漢皇の李夫人 にお くれ しうらみ,い かば

か りな りけん。「骨 は化 して塵 となると

も,此 怨は きゆることなか らん。」 など,

がふ にか!れ た る,い とっみふか くこそ

おぼゆれ。〈中略〉石木 な らぬ身の な ら

ひにて,こ の怨 に しつむた ぐひ,む か し

今かずを しられず。唯,傾 城 の色にあは

ざらんことをねがふべきにや。(249～250

ぺ)

漢 皇は武帝 のことであ り,「 骨は化 して」

以下の引用 文 と,「石木 な らぬ……」や 「傾

城の色……」は,本 文にも明記 されているよ

うに 「がふ」(白 居易の 「新楽府」)に 収め ら

れ ている 『李夫人』 の詩句をふ まえた記述で

ある。

縦令妊姿鐘質化為 レ土,此 恨長在無二鎗

期_,〈 中略〉人非二木石_皆 有 レ情,不 レ
く　ら　

如不 レ遇二傾城色_(た とい,研 姿鑑質,

化 して土 と為 るも,此 の恨み長 しえに在

りて錆ゆ るとき無か らん,〈 中略 〉人は

木石に非ず皆情有 り,如 かず傾城の色に

遇わざ らんには)

武帝をめ ぐる説話は,玄 宗 と共有の浅慮讃,

鯉 を助 けた慈悲報恩謳,李 夫人に対す る長恨

讃 の三話が収め られ ている。

玄宗の場合も,武 帝の場合 も,治 世の名君・

英雄謳は語 られず,伝 承 されているエ ピソー

ドや相聞諦の類 いが語 られ ているということ

は,『 源氏物語』な どに代表 され る女流文学

の時代を経た という歴史社会の実情 と決 して

無関係ではあるまい。

す なわち,戦 闘や政治 よりも,相 聞や芸術

の世界が好まれ るという女性的感性の所産で

あるという文学 の特色にも通ず るあ り方 とい

うことで もある。

【注】

〈注1>『 十訓 抄』本 文の引用 は,岩 波文庫

『十訓抄』(三 巻本)に よる。

〈注2>テ キス ト本文は 「即ゆ 一 」 と記 さ

れているが,横 組のため改 めた。

<注3>諸 本 「午」 とあるが,「 牛」(丑)の 誤

字であろう。

<注4>『 文選(文 章編)二 』(全 釈漢文大系

27,集 英社)394ぺ

〈注5>『 白居易』上(中 国詩人選 集12,岩 波

書店)167～8ぺ


